
開催セミナーのご案内  ※２０１８年新春講演会※ ２０１８年２月２日(金) 会場：ホテルニューオータニ長岡 

第一部のテーマは、一年の始まりに掲げるパートナーズプロジェクトの基本方針です。 

講師：中小企業診断士・税理士 髙野裕 

第二部のテーマは「米百俵プログラム」、最近の身近なテーマを取り上げ解説・検討します。     

進行・解説：弁護士、税理士、社会保険労務士など複数の専門家 

※内容のご質問等については、TEL0258-32-3387   担当  長谷川 幹 まで 

※配信中止等のお問い合わせは、ホームページ http://www.3d-m.jp/n_contents/stopform.html からお願いします。

 

・・・文章中のこのマーク   をクリックして詳しい情報をどうぞ・・・ 

＜司法書士＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンポイント 通信 
第３７５号 ２０１７年１１月１日発行

E-mail pro@3d-m.jp  Web http://www.3d-m.jp/ 

TEL 0258-36-2685    FAX 0258-35-2820 

登記が必要です

④ 登記されずに長年、放置されたまま、子や孫の代になって相続権を持つ人が増えたり、場所もわからなくなる等、手続きが難しくなり次の世代に大きな負担をかけることになります。



② 戸籍を取得する費用がかかる、他の相続人から印鑑をもらうのが面倒などの理由で、相続登記がされないで放置されたままの　｢所有者不明な土地｣　が増加しています。


① 相続登記とは、不動産の所有者が亡くなった場合、その不動産の登記名義を亡くなった人（被相続人）から相続人へ名義変更をする手続きです。


③ 復興事業で集団移転先の用地を取得する場合に、所有者不明の土地があるために、計画が進まない等の問題が出ています。また、身近な問題として｢所有者不明土地｣は雑草問題や放火の危険などで、近隣住民に迷惑を掛けてしまうこともあります。


http://www.3d-m.jp/n_contents/kome.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/onepoint_2017.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/q-a.html
http://www.3d-m.jp/n_contents/fmonepoint.html



